定例市政記者クラブ・市長懇談会（９月分）の結果について
日時：平成２２年８月３１日（火）午前１１時～１１時３０分
場所：市役所２階第１委員会室
出席者：（１）市政記者クラブ１０社
【北海道新聞、釧路新聞、毎日新聞、読売新聞、日本経済新聞、共同通信、時事通信、ＮＨＫ、ＨＴＢ、ｕｈｂ】
（２）市長ほか６人
会 見 内 容

1． 話題提供（１項目）

１．釧路市の財政健全化計画の取り組みについて
■　本日、広報くしろ9月号にて市民の方々に「財政健全化の取り組みについて」お知らせしたところであります。
■　この中では、平成１８年度から５カ年間に渡りまして「活力集中改革プラン」に取り組み、経常的な収支不足を改善するため市民の皆様にご理解と協力をいただきながら釧路市財政の立て直しを図ってきたところでありますが、広報くしろで記載されておりますとおり、過去4カ年の予算編成におきましては、毎年度、財源不足が生じており、それらの補填財源として基金からの借り入れによって凌いできたのが実態でございます。

■　加えて財政健全化法の施行にともないまして、自治体は自ら健全化に取り組むことが求められて当市におきましては経営状況の悪化している第３セクターの整理が課題となっております。
■　これら経常的な収支不足額は約１１９億円、土地開発公社、振興公社の損失補償に係る経費が約１４６億円、合計２６５億円の対策が必要となる推計結果が出ておりまして、これら収支不足に対する財源対策が必要となっているところであります。

■　今後、財政健全化の取り組みを進める上で、市民の皆様には、まず釧路市財政の経常収支上の課題と、第３セクター損失補償等の課題について十分にご説明をしてまいりたいと、このように考えているところであります。

■　このために、昨日（８月３０日）でございますが、コアかがやきでの市政懇談会での説明を行ったところでございますし、本日（８月３１日）は午後６時３０分からコア大空、明日（９月１日）は同じ時間でコア鳥取での市政懇談会で説明するとともに、音別、阿寒地区で「財政健全化説明会」を本日（８月３１日）午後１時、午後３時３０分から副市長出席のもとで実施することで市民の方々に説明していくことになっております。
■　私は説明の場面を通じて、現在の財政状況の窮地を克服して、将来に向けたまちづくりを持続させるためにも、財政運営の自主性が失われる財政再生団体への転落だけは何としても避けなければならないという思いを強く伝えてまいりたいと考えております。
■　「いま課題をあきらかにし、抜本的な改革を行わなければ釧路市の未来はない」という強い覚悟と決意をもって財政健全化の取り組みを進めてまいりたいと考えております。　　　

■　なお、本日お手元に市政懇談会での資料を配布しております。

本資料において特に、「新たな財政健全化計画の策定」に関して説明を申し上げます。

■　先ほどもお話ししたとおりに、集中改革プランの実行によりまして一定程度財源不足を解消したものの厳しい財政状況の改善にまでは至っておりません。

市の貯金にあたります減債基金は、ほとんど底をついてしまいました。

こうした状況の中で、平成２１年度の一般会計決算は、実質的に「赤字決算」となったところです。

■　このまま何の対策も講じずに、今のまま財政運営を続けていれば、平成２６年度には早期健全化団体、平成２９年度には財政再生団体に転落する恐れがあるということでございます。財政再生団体になりますと、有無を言わさず、必要な市民サービスも大きく制限されてしまうことになると思います。

■　ですから、財政運営の自主性が失われる財政再生団体への転落は、何としても避けなければなりません。

先ほどもお話しさせていただきましたが、現時点における長期財政収支見通しでは、平成３８年度までの累積の収支不足額が約２６５億円に達すると推計されているので、現在、市では財政健全化計画の中で、この収支不足を解消していくための方策を検討しているところでございます。

■　内部努力による効果額を極限まで追求してまいりますが、聖域を設けない抜本的な見直しによりまして市民サービスに影響が出る事態が避けられない状況だと認識しております。

今後、この計画作りを進める過程で、できるだけ多くの分かりやすい情報を提供していきたいと思っておりますので、市民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げたいという思いでございます。

【質　疑　要　旨】
（質問）

・　説明の中の数字を確認したいのですが、１１９億円と１４６億円は何の数値なのかをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　１１９億円は、経常的な収支不足額で、１４６億円は、第３セクターの償還分（３セク債）で、1.5％の償還年数１５年で計算しており、平成３８年までの累積で出している推計値です。
（質問）

・　財政健全化計画策定の今後のスケジュールをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　過日実施いたしました事務事業見直しのヒアリング検討状況について、９月議会でご説明する予定でおります。
　３セク債の発行は、国の許可が必要ですが、財政健全化計画はこの為の協議に必要な資料となります。この協議の開始は１０月から１１月ころの時期になると思っております。
財政健全化計画が最終的に固まるのは、市が見通し内容を平成２３年度予算に反映し、３セク債の発行額も詳細に確定した後になりますので、今年度末になると思います。

今後、９月議会で一定の議論を踏まえて、特に補助金等については、各部による関係団体との協議・調整を行いまして、国と協議を行う資料を作成していきたいと考えております。

（質問）

・　１０月、１１月の協議の時に持ち込む資料が、計画の骨格的なものになるのかをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　前提がいくつかございまして、私共としては、例えば３セク債にいたしましても、償還年数は原則１０年というものがございますが、３セク債は主体的に取り組むものでありますから、ゆえに自主性を残すような一定程度の期間は必要であると考えております。
（質問）

・　３セク債の償還年数は、総務省は１０年と言っているが、釧路市は１５年で計画しているのは何故か、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　大きな原則１０年という話がありますが、１０年だと主体性・自主性が行政として維持していくことが、あまりに急激過ぎて対応しきれないという部分がございます。
その中で、やはり実際的に組織としての事業を見ていったときに、出来る範囲を１５年と考え、それでも厳しいと感じている。釧路市としては、１５年は必要と考えているところでございます。
（質問）

・　計画の具体的な部分が見えにくいが、どのようなことが柱となるのか。或いは市としてどのような方針で今後進めていくのか、お伺いしたいと思います。
（市長）

・　具体的にご報告できる段階ではありませんが、大きな項目としてお話しいたします。
①国、道の補助事業を含めて団体等に対する補助金も含め全ての事務事業を対象に見直しを行う。
②市の歳入になりますが使用料、手数料などの見直しなどを行う。
③総人件費の抑制を図っていく。
④公債費の抑制を図っていく。
⑤公共施設のあり方を含めた検討、或いは指定管理者制度の導入がなされていないところは導入を図る。また、制度導入施設は指定管理業務内容の見直しを図り経費縮減を図っていく。
⑥一般会計だけに止まらず、特別会計、企業会計においても同様の作業を行っていただき、その結果一般会計からの繰り出し金の縮減に繋げていく考え方を持っております。
⑦歳入を増やす観点で、未収金対策を強化していく、ふるさと納税の拡大を図っていく、広告事業の拡大に向けて検討していくことが、歳入確保に向けた対策を検討していく。
以上が大きな柱として、全庁的に検討しているところです。
（質問）

・　これから、色々なことを策定していくとのお話でありますが、他都市の成功事例を参考にする意味で、モデルとしているまちはあるのか、お伺いしたいと思います。

（市長）

・　参考としているまちは、ありません。
早めに財政健全化に取り組んでいるまちはございますので、早く取り組んでいる事例などは参考にさせていただいております。
（質問）

・　国際バルク戦略港湾の指定に向け、先日市長がプレゼンテーションを行いましたが、その時の感想と指定の感触を、お伺いしたいと思います。

（市長）

・　国際バルク戦略港湾の指定に向けては、プレゼンテーションからスタートしたと考えております。１２月に予定されている指定に向けて、課題やご質問を頂きましたので、それらの整理などにしっかりと取り組んでいきたい。
　　地球儀を見ながら穀物（トウモロコシ）の国内に入ってきている実態を見たときに、釧路港の優位性は最も高いと思っておりますので、指定に向けて必ず指定がとれるという思いの中で、更にまちの機運を高めていきながら、ご協力いただきながら確固たるものにしていこうと言う決意でおります。
（質問）

・　目論見書を提出した各港のプレゼンテーションが終わり、各港の目論見書が国交省のホームページで発表されていますが、他港の目論見書をご覧になって、市長の感想をお伺いしたいと思います。

（市長）

・　国家戦略という形の中で位置付けを決めていくことが大事だと思うので、そうすると既存施設の役割はあると思いますが、釧路の地理的優位性が極めて高いと思っております。
これから北海道のポテンシャルは、どんどん上がってくるだろう。今、どちらかと言いますとこの地域は乳牛中心でございますけれど、しかしそこも肉、豚などなどの役割が適地として北海道、東北が出てくる中で、更に役割が高まっていくと思っております。
（質問）

・　ＨＡＣについて現状どのようになっているのかと今後の釧路市の姿勢について、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　道内中核都市６市の会議に行って、関係自治体が北海道に対し協議の場の設置を求めたところ、知事が話し合いの場を設置する意向があるとの報道がなされ、大変早い反応だと感じていましたが、具体的な話はまだ頂いておりません。
　　札幌市においても北海道からの返事がかえってきていなし、函館、旭川市も新聞情報という状況でありまして、どのような形になるのか、しっかりと相談しながら進めていくことが大事なことだと思っております。
　　HＡＣは「道民の翼」でありますから、どのような形でＨＡＣの役割をしっかりと付けるべきだと言う話をさせていただいておりますが、お返事を頂いておりません。

（質問）

・　ＨＡＣについては負担割合が大きな焦点となると思われるが、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　北海道の課題をＨＡＣが解決するという形もあると話をしてきている。医療の問題は以前から話をしておりますが、北海道には医科大学が札幌、旭川の２箇所しかありません。
そこから、それぞれの地域に医師確保の中で派遣いただきながら、若しくは、お手伝いいただきながら進んでいる実態がある訳ですから。
そうなった時に、朝一便とかを丘珠から出て旭川から釧路に来るとか、女満別にくるとかが一つあるだけでも、医師確保という観点では、札幌・旭川の大学からそれぞれのところに行く、逆に行く、こういう構図があって役割ができますねというやり方もあると思います。
　　単に採算の合う路線だとかという形の手法というものは、如何なものかと去年から話しており、そういうことを考えるのが道庁の役割だと思うし、そういう観点で物事進めていただきたいと早くから私は申し上げてきましたが、ご返事いただいておりません。
（質問）

・　ＨＡＣについて、蝦名市長のお考えについて、函館市や旭川市の反応はどうなのか、お伺いしたいと思います。

（市長）

・　両市もそれはいい考えであり、そういう役割だと話しております。
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